４/１２『いのちの新しさに歩むために』（ローマ人への手紙６：３－１１）


                                        小池宏明牧師

新型コロナウィルスの感染拡大が収束するように願う。ライブ配信による礼拝を始めることになった。ご家族で共に主の御前に出る機会になれば幸いである。

*よみがえりの事実

イースターはイエス・キリストの復活を喜び祝う祭りである。

主イエス・キリストは、確かに十字架上で死なれ、墓に葬られたが、主の日の朝に、確かに復活された。これは歴史的な事実だ。教会は、この事実を使徒信条にも告白されている通り、何度も何度も確認し、共に声を合わせて、証言し続けてきた。そして、私たちは、もう一つの事実「私たちは新しいいのち（永遠のいのち、よりがえりのいのち）を持っている」という事実を確認しておきたい。これはキリスト者に与えられている特別なプレゼントなのである。

*キリスト者に与えられている特別な権利

ローマ人への手紙を書いたパウロは、主イエス・キリストが与えて下さった救いを信じて、洗礼を受けた者に対して「主イエス・キリストのいのちと結び付いている」と素晴らしい恵みを語った。

６節「私たちは知っています。私たちの古い人がキリストとともに十字架につけられたのは、罪のからだが滅ぼされて、私たちがもはや罪の奴隷でなくなるためです。」

キリストが地上に来られて、その肉体が十字架上で死んだことは、「古い自分が死んだ（罪の奴隷だった自分が死んだ）」ということである。

信仰を告白した者は、キリストと一緒に古い人が死んで、キリストと一緒に新しいいのちがよみがえって新しい歩みをするのである。古い人(罪の奴隷)は死んだ。７節「死んだ者は、罪から解放されているのです。」逆戻りはない。

*キリストと結合した者はどうなる？

パウロは、力を込めて訴える。１１節「同じように、あなたがたもキリスト・イエスにあって、自分は罪に対して死んだ者であり、神に対して生きている者だと、認めなさい。」
この事は、感情や感覚で左右されることではない。認めるかどうか、信じて受け止めるかどうか、の問題である。信じるという決心は一度与えられるが、確信は日々の信仰生活を通して深められ、全き主への信頼へと変えられていく。

*真に生きるために（まとめ）

今、私たちは、新型コロナウィルスという目に見えない恐怖にさらされている。キリストと繋ぎ合わされ、新しいいのちに歩む私たちは、今、何ができるだろうか？　主に問い掛けてみたいと思う。

私たちには祈ること、献げることができる。また、主にある平安を証しすること、集まれなくても連絡を取り合うことができる。キリストにあって、新しいいのちに生かされていることを感謝しつつ、ひと時、静まり祈ろう。

苦しみの道を歩むことを意味する。主イエス様が父なる神様に従順であったように、私たちも主の御声に聴き、主に従って生きる道を選ぶようになる。

そういう意味で、私たちは、主に聴き従う同労者の群れになりたい。共に労苦する兄弟姉妹、神の家族になりたい。
